
いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

小さくない命 

校長 櫻井 勉 

二人目の命を授かったと知って間もなく、妻は緊急

手術となりました。受精卵が子宮ではなく卵管に着床し

てしまう「子宮外妊娠」でした。手術が終わり、深夜の待

合室でうなだれていた私のもとに、ベテランの看護師長

さんが歩み寄り、優しい言葉をかけてくれました。そこ

で、保健体育の教員として妊娠や出産についてのそれ

なりの知識はもっているつもりだった私は師長さんに

一つの質問をしました。 

「片方の卵管が切除されてしまったということは、こ

れからは命を授かるチャンスは２か月に１回ということ

ですよね？」 

すると師長さんは優しく微笑みながらこう言いました。 

「そうじゃないのよご主人。卵管が閉じてしまった側の

卵巣から飛び出した卵子は、お母さんの腹腔(おなかの

中の空間)をゆっくりゆっくり移動して、自分の力で反

対側の卵管に入るの。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分のちっぽけな知識と想像をはるかに超えた壮大

な「命の力」に圧倒され、妻の命が救われた安堵感と、一

つの命を失った喪失感でぐちゃぐちゃになっていた感

情が、一気にあふれ出していくのを止めることはできま

せんでした。 

 

数日後からは、３歳の息子を幼稚園に送り届けてから

出勤、夕方の部活動指導を一旦抜けて延長保育終了の

5 時に滑り込みで引き取り。息子を連れて学校に戻り、

部活動指導を終えると病院へ急ぎ、わずかな時間の面

会をするというあわただしい日々が始まりました。 

面会可能となった初日、思っていたより母親が元気 

 

そうだったからか、息子は終始ご機嫌で、はしゃぎなが

ら母親を笑わせるようなおふざけばかりしていました。

面会終了の時間になり、私と二人でエレベーターに乗り

込んだ息子は、点滴スタンドを持って見送る妻に向かっ 

て、ドアが閉まるギリギリまで「ママ！おならプゥ～」な

どとおどけた姿を見せていました。ドアが閉まり、下り

始めたエレベーターの中で、『やっぱり子どもなんだな』

とほっとしながら、「ママが元気そうでよかったね。夕飯

は何にしようか？」と問いかけたのですが反応がありま

せん。ふと隣を見下ろすと、そこにはこぶしをぎゅっと

握りしめ、大粒の涙をぽろぽろと流す幼子の姿がありま

した。 

「ママにあいたいよぉ～」 

しぼり出すようなつぶやきに不意をつか

れ、潤んでいった夜道の風景ととともに、

大人の感覚では想像もできない「幼い心」

の奥深さに触れたあの瞬間を、これからも

忘れることはないでしょう。 

 

大人になるにつれて、自分の子ども時代の感情や感

覚は記憶から薄れていくため、子どもの行動や思考は

「幼いもの」「未熟なもの」だと単純に想像してしまいが

ちです。でも、その瞬間を生きている子どもの心は、新

鮮で複雑で、もっと奥深いものです。ダメなことはダメ、

やるべきことはやるものだと正しく導きつつ、そんな子

どもの心に寄り添い、子どもの心から学ぶ姿勢をもち

続けられる大人でありたいものです。 

 

「小さな命」とよく言いますが、若くて容姿が小さいだ

けで、命の価値に大小があるはずはありません。「子ど

もは大人を小型化したものではない。」ルソーのこの言

葉と出会う前に、私は二つの、決して小さくはない命か

ら大切なことを教わっていました。 

 

そして、あのお見舞いの日から３年経った頃、泣き虫

だった息子はお兄ちゃんになっていました。 

 

１１月は「ふれあい月間」です。いじめの予防や子ども

たちの健全な成長のために欠かすことができないのは、

すべての人の「命」に対する尊重の気持ちです。ともに

かけがえのない命の持ち主である、自分のことも、他の

人のことも大切にできる心を、五中生、そして関係する

すべての人たちが育んでくれることを心から願います。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 7年 11月４日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第７号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



 

 

10 月の五中生～ 心を豊かにする 貴重な経験を重ねることができました！ 

                

                

 

   

Espressivo ～響かせろ私たちの想い～   

１０月１７日、三鷹市公会堂光のホールを会場にして「第３１回合唱コンクール」が開催さ

れました。日々の練習で積み重ねてきた「思い」を「歌」に乗せ、美しいハーモニーで表現

することができました。「歌詞に込められた思い」を伝えようと少人数でも堂々と歌い上

げた E 組。溌剌として伸びやかに歌った１年生。声の厚みが一気に増し大きな成長を感

じさせた２年生。そして、曲想を深く理解した上で難曲を高らかに歌い上げた圧巻の３

年生…。歌い終わった一人一人の晴れやかで清々しい表情が、この行事の素晴らしさを

雄弁に語ってくれていました。五中が更に素敵な成長を遂げたことを実感できました。 

 

 
   

 
   

 
   学園挨拶運動（10/15） 

６月に引き続き、今年度２回目の学

園挨拶運動を実施しました。今回は

中原小・東台小の代表生徒が五中を

訪れ、３校の児童・生徒が一緒になっ

て取り組むことができました。五中生

のリーダーシップのもと、元気な「お

はようございます！」の声が朝から

響いていました。五中では、今回から

担当委員会の生徒のみならず、ボラ

ンティアを募ったことで、より多くの

生徒が参加してくれました。爽やかな

挨拶で始まる朝は、心を軽くし、前向

きに一日を過ごしていこうという活

力の源になっているようでした。 

東京都教育委員会が主催する「笑顔

と学びの体験活動プロジェクト」とし

て今年度も、「和泉流宗家による狂言

鑑賞教室～聞いて、観て、やってみ

る」を開催しました。和泉淳子様によ

る丁寧でわかりやすいお話、２曲

（「盆山」「仏師」）の鑑賞、そして参加

者全員を巻き込んだワークショップ

を通じて、６００年の伝統をもつ狂言

の面白さを体感し、伝統芸能をより

身近に感じることができました。口伝

による稽古は一体感を伴った素晴ら

しい時間となりました。「さらばさら

ば」

防災授業（10/23） ２年生 

新川中原地区災害対策連合会が中心

となり多数の団体の協力を得て、防

災授業を行うことができました。

の

５つの体験活動が用意され、生徒は

ローテーションをしながら全てを体

験することができました。五中生に

は、将来、地域の担い手として活躍す

ることが期待されています。この貴

重な体験での学びが、「いつか」に繋

がっていくことでしょう。11/16の新

川中原地区総合防災訓練にもボラン

ティアで参加する生徒もいます。 

 

１１月の主な予定 

5（水）  冬季考査（社会・国語・音楽） 

6（木）  冬季考査 

（技術家庭（３年のみ）・理科・保健体育） 

7（金）  冬季考査（数学・英語） 

1０（月）  生徒会朝礼 避難訓練 

1１（火）  復習確認テスト（２・３年） 

1２（水）  安全指導 職員会議 

1３（木）  

1６（日）  新川中原地区総合防災訓練 

（新川あおやぎ公園） 

17（月）  全校朝礼 

１8（火） 職場体験（２年） 

１9（水） 職場体験（２年）  

20（木）  職場体験（２年）  

23（日）  英語スピーキングテスト（３年） 

       市民駅伝大会 

２６（水）  ３年⑤カット 進路会議 一斉委員会 

２７（木） ４時間授業（④⑥カット） 進路会議 

       E組宿泊学習始

２８（金） E組宿泊学習終  CS委員会 

五中生の活躍 （表彰者）

◆第２７回三鷹市中学生意見発表会 

【五中生代表】 

題名：スポーツの魅力 

渡邉 凪（２年） 

◆三鷹市明るい選挙啓発コンクール 

【 習字 】 

出展数４４点 応募者数 9１人 

金賞 田代 智紗（２年） 

【 標語 】 

出展数 6６点 応募者数１３１人 

金賞 藤原 美寛（１年） 

金賞 鈴木 美樹（２年） 

銀賞 辻 凛子（２年） 

１年D組 「COSMOS」 

２年Ｃ組 「HEIWAの鐘」 

３年 D組 「群青」 

ベストハーモニー賞 

Ｅ組 「Story」 

 

 

 

 

 

認証式（１０/６） 
後期生徒会活動が始まっていま

す。一人一人が委員としての「自

覚」と「責任」をもち、その役割を

誠実に任っていくことで、学校生

活はより豊かで、快適なものにな

ります。充実した「自治活動」にし

ていきましょう。 

 

10/28（水）の放課後、PTA 企画

「PeTAっといきましょ♪」が開催

され、双方にとって楽しい時間を

過ごすことができました。 


